
①ソーラークッカーによる調理を行い、太陽光を鏡で集めると
大きな熱を得られることに気づき、自然エネルギー利用の可能
性と方法・技術を学ぶとともに、日常生活の中で利用できるか
考え、実践する。 
②ツル性植物を協力して育て、植物の成長を、季節、天候、気
温、時間などと関係づけながら見守ることにより環境とのかか
わりを考え、自然を愛護する態度を育てる。 
③緑のカーテンが夏の気温上昇を抑制することを観察し、植物
による遮蔽や蒸散の効果を理解するとともに、植物の大切さに
気づき、暮らしの中に植物を取り入れるなど環境に配慮した生
活の実践ができるようにする。 

学習指導
要領との
関連 

小学校低学年 小学校高学年 

小学校中学年 中学校 

B 生命・地球 
（２）季節と生物 
身近な動物や植物を探したり育てたりして、季節ご
との動物の活動や植物の成長を調べ、それらの活動
や成長と環境とのかかわりについての考えをもつこ
とができるようにする。 
（３）天気の様子 
1日の気温の変化や水が蒸発する様子などを観察し、
天気や気温の変化、水と水蒸気との関係を調べ、天
気の様子や自然界の水の変化についての考えをもつ
ことができるようにする。 

学年 

学習内容 

ＥＳＤ 
の要素 

多様性 

有限性 

連携性 

相互性 

公平性 

責任性 

【批判】批判的に考え
る力 

【協力】他者と協力
する態度 

ESD視点で
育みたい 
能力/態度 

持続可能
な社会 
づくりの 
構成概念 

【未来】未来像を予
測して計画を立てる力 

【関連】つながりを
尊重する態度 

【多面】多面的、総
合的に考える力 

【参加】進んで参加す
る態度  

【伝達】コミュニケー
ションを行う力 

プログラ
ムの目標 

プログラ
ムの概要 

緑のカーテンは、ツル性の植物で窓や壁を覆い、太陽光を遮る
ことによって夏季の室温上昇を抑える効果がある。最初に太陽
光が大きなエネルギーを持っていることを、ソーラークッカー
を用いた調理で体感する。その後、ツル植物を栽培し、成長の
様子を観察するとともに、植物が繁茂した後に緑のカーテンの
効果を測定する実験を行う。これらの活動を通じて、自然エネ
ルギーの活用と制御の方法を学び、生活の中に太陽エネルギー
や緑のカーテンを進んで取り入れようとする態度を養い、行動
に結びつける。 

教科/領域 

小学校4年 

理科 

静岡 



太陽の光は熱や電気に変えることができること、
また、ツル性植物は太陽の光と熱を受けて成長し、
太陽の光や熱を和らげる機能を持っていることを
学ぶ。 

持続可能
な社会の
構成概念 

ESDで育
みたい 
能力／ 
態度 

協力してツル性植物を栽培し緑のカーテンができ
るまで育てる経験を通して、クラスの中での役割
を担いつつ、一つのことをやり遂げる責任感を養
う。 

ツル植物の成長などについて事前に予測し、全体
像のイメージや計画を立てて、クラスの中で役割
分担しながら栽培する。 

太陽光は、夏は熱中症を引き起こすほどのエネル
ギーを持っているが、植物を育てたり、熱限とし
て利用したりできることを学ぶ。 

ツル植物の成長は光や温度の条件とかかわりあっ
ていることに気づき、生物は太陽の働き 
によって生きていることを学ぶ。 

学習指導
要領との
関連 

小学校3年 

B 生命・地球 
（１）昆虫と植物 
身近な昆虫を探したり育てたりして、成長の過程や体のつくりを調べ、それらの成長のきまりや体のつくり
についての考えを持つことができるようにする。 
イ 植物の育ち方には一定の順序があり、その体は根、茎及び葉からできていること。 
（２）身近な自然の観察 
身の回りの生物の様子を調べ、生物とその周辺の環境との関係についての考えをもつことができるようにす
る。 
ア 生物は、色、形、大きさなどの姿が違うこと。 
イ 生物は、その周辺の環境とかかわって生きていること。 
（３）太陽と地面の様子 
日陰の位置の変化や、日なたと日陰の地面の様子を調べ、太陽と地面の様子との関係についての考えを持つ
ことができるようにする。 
ア 日陰は太陽の光を遮るとでき、日陰の位置は太陽の動きによって変わること。 
イ 地面は太陽によって暖められ、日なたと日陰では地面の暖かさや湿り気に違いがあること。 

学年 

学習内容 

教科/領域 理科 



活動・学習内容 

1・2 
時間目 

指導・支援の方法、ポイント等〔教材・必要物〕 

○ソーラークッカー実験により、太陽エネルギー
の大きさを体感する 
○緑のカーテンなど日を遮る工夫や、太陽エネル
ギーを生活に活かす方法について話を聞く 

◇子どもの好きな物を調理することでワクワクしながら実験に挑ませ、
驚かせる。 
◇太陽エネルギーを活かすことは特別なことではなく、活用方法は身近
にもあるということに気づいてもらうための素材（写真など）選びを行
う。 
◇太陽光パネルなど太陽のエネルギーを電気に変える装置の実物を見た
り写真を見たりして自然エネルギー利用の実際について理解する内容を
入れることもできる。 
〔スライド・ソーラークッカー・調理材料・食器〕   

1 プログラム（単元・題材）の展開の流れ  
総時間 

10時間 

批判 日をさえぎる・取り入れるくらし 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 

3・4 
時間目 

○緑のカーテンについて理解する  
○緑のカーテンの作り方を調べる 

◇「緑のカーテンとは何か」「どうやって作るのか」「作るために何が
必要か」などについての共通理解を作ることが、今後の共同作業に影響
するため、クイズやグループワークなど参加型の手法を用いて、児童の
主体性、意欲を引き出す。 
◇わかったことを図表にまとめるなどして、わかりやすく示す。 
〔ガイドシート・参考資料〕               

批判 緑のカーテンを作る前に考えよう！ 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 

5時間目 

○種を観察し、気づいたことを絵や文字で記録す
る 
○種をまく 
○緑のカーテンの成長を予想し、カレンダーを作
る 

◇種を良く観察し、シートに記入する。種が植物の成長にどのような役
割をもつか、また、成長に伴ってどのように変化するかを考える。 
◇種がいつ頃、どの位成長するかを予想させ、カレンダーに描く。カレ
ンダーの記述は、○ｍ、自分の身長の○倍、校舎2階の○辺り、など単
位も自由に考えさせる。 
◇種を蒔く。 
〔アサガオ・ゴーヤ・ヘチマなどのツル植物の種・袋・土・プラン
ター・白紙カレンダーなど〕                

批判 種をまこう！ 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 



活動・学習内容 

継続 

指導・支援の方法、ポイント等〔教材・必要物〕 

○水の量や頻度、水道水ではなく雨水を溜める等
の工夫を考える 
○葉の大きさ、全体の大きさが変わったか観察す
る 
○天気･温度・時間による日の傾きも 調べる 
○植物が育つ過程で太陽の役割を考える 
○予想カレンダーと比べる 

◇日の当たるところと日陰のところの２カ所に分けて種を蒔き、成長の
違いを観察する。 
◇協力する心や責任感を養うため、水当番を設ける。 
◇効率的な水のやり方などを工夫したり、植物の細やかな変化に気づい
たりするよう、問いかけなどにより、調べ学習を継続する間も飽きさせ
ないようにする。 
◇予想カレンダーと比べた結果、また想定外の驚きなどを残すよう、感
想も書かせる。 
◇ツル植物の葉の表面温度と他の部分（例：近くの壁）などの温度を測
定し、葉が温度上昇を抑制する働きがあることを理解する。 
◇緑のカーテンのあるところと無いところの地面や室内の温度を測定し、
効果を確認する。 
〔水やりに必要なもの・温度計・予想カレンダー〕 

2 プログラム（単元・題材）の展開の流れ  
総時間 

10時間 

批判 育て・観察しよう！ 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 

6・7 
時間目 

○種を採る 
○採れた種全部の重さを量る 
○余裕があれば、数を数える 
○地域配布用の種を袋に詰め、地域に還元する 

◇小さな種→大きな緑のカーテン→種の流れを確認する。 
◇地域の方と協力して採取した種を地域に還元することで、来年＝未来
へ、地域へ引き継ぐことを意識できるようにする。 
◇一連の栽培を体験した感想を聞く。 
◇最後に、資材（ネットや支柱など）を片付ける。 
〔種やネットなどを入れる袋類・量り〕          

批判 
種をとっておこう！ 
～来年へ、地域へ“恵み”のおすそわけ～ 

未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 



地域プログラム化メンバー、実証協力校等 

地域プログラム化メンバー（順不同） 
・掛川市立西郷小学校  
・掛川市 環境政策課  
・NPO法人WAKUWAKU西郷  
・掛川市エコ・ネットワーキング 
・OMソーラー株式会社 
・NPO法人アースライフネットワーク 
 
実証協力校等 
・掛川市立西郷小学校 

活動・学習内容 

8～10 
時間目 

指導・支援の方法、ポイント等〔教材・必要物〕 

○太陽エネルギー生活に活かす工夫について考え
て、実践することを宣言する 
○学校や、地域でできることを考える 

◇自分で興味があることに気付き、調べてみたくなったこと・実践でき
ることなどを「やってみるぞ！宣言カード」に書き出す。 
◇プログラム全体を振り返り感想を聞く。 
◇実際に実践できたかどうかをフォローアップする時間を設けることに
より、行動の変容が促進される。 
〔「やってみるぞ宣言」カード〕               

3 プログラム（単元・題材）の展開の流れ  
総時間 

10時間 

批判 ふりかえり・まとめ 未来 

多面 伝達 

協力 関連 

参加 


